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■荷姿 ■塗装適用範囲製品名 容量系統

水系

弱溶
剤系

色相

環境・健康への配慮

デューパネル光コントロールウェザー
メーター（スガ試験機株式会社）による

※ 下塗りは、サミプラを使用。
※ その他ビーズコートシリーズ製品にも同様の効果が認められます。

ハスの葉構造を応用した超撥水性能 ラジカル制御で耐候性が
さらに向上

▲ 屋外暴露による汚染の比較（1年間）

ビーズコートシリーズは耐候性に優れた樹脂と当社独自のラジカル
制御技術により、塗膜は耐候性に優れ、
長期にわたって撥水性を維持します。

ビーズコートシリーズはハスの葉に似た表面の微細突起構造と疎水特性により、
塗膜表面についた水がビーズのように丸まって水滴となり、泥などの異物を
絡め取りながら転がり落ちることで、いつまでもきれいな塗膜を保ちます。
また、特殊変性シリコーン樹脂・ふっ素樹脂・無機有機ハイブリッド樹脂が持つ
卓越した撥水性と耐候性は長期にわたり塗膜の撥水性を維持し建物を守ります。
更に従来のつや消し塗料にはない可とう性を有しヘアークラックを抑制します。

ビーズコートSi

ビーズコートSi 一般の塗料

汎用エマルション
ペイント

※ その他ビーズコートシリーズ製品にも同様の
　 効果が認められます。

1,000時間
照射後

促進耐候性試験での
撥水性評価

塗膜表面が濡れにくいため、かび・藻などの発生を防ぎ、微生物
汚染から建物を守ります。
※ ビーズコートBIO、ビーズウォールBIO、1 液ワイドビーズコートBIOは、更に強力な
　 防かび・防藻性を有しています。

※ その他ビーズコートシリーズ製品にも同様の効果が認められます。

微生物汚染にも強い

つや消し塗料でありながら、塗膜は可とう性を有するため、可と
う形改修用仕上塗材の上塗りに適応します。

改修にも最適

塗膜中に形成されたナノサイズの細孔を通して建物内部の水蒸気を
外部に発散し、建物の結露防止に寄与します。また、雨水は浸透しに
くく、汎用水系エナメルと同程度の防水性を有します。

塗膜の透湿機能で結露を防止

ホルムアルデヒド放散等級は最高等級のF☆☆☆☆
を取得。その他にも厚生労働省がシックハウスの可
能性を指摘する物質は一切含んでいません。

ハスの葉の上では、雨水や露は
ビーズのような球状の水滴となっ
て落ちて行きます。このハスの葉
構造の原理を応用し、表面に微
細な凹凸を施したビーズコートシ
リーズは、泥汚れや雨筋、水濡れに
よるかびや藻の発生を抑制し、塗膜
の美観を長期にわたり保ちます。
「ハスの葉効果」は、雨水に含まれ
た汚染物質を寄せ付けないだけ
ではなく、埃や砂塵を水滴に絡め

取る「自浄作用」を発揮します。劣化しにくく汚れにくいビーズコートシリー
ズは、メンテナンスコストの低減にも貢献します。

超撥水･高耐候形つや消し塗料

ビーズ
コートSi

汎用水系
エナメル

ビーズ
コートSi

水蒸気透過度 g/㎡（社内試験法による）※

汎用水系
エナメル

ビーズコートフレッシュ

超撥水 高耐候性 高耐久性 つや消し 可とう性

低臭 透湿性 防かび
防藻低汚染 環境

配慮

促進耐候性試験（キセノンランプ法）

1液ワイドビーズコートSi
ビーズコート無機
ビーズコートF
ビーズコートSi
ビーズコート
汎用つや消し塗料
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ビーズコートSi
一般の塗料

一般内外壁、柱、廊下壁、
階段壁、軒裏、天井、
建物基礎部

コンクリート、モルタル、
PCパネル、ALCパネル、
スレート、石膏ボード、
窯業系サイディングボードなど
アクリルリシン、吹付タイル、
スタッコ、単層弾性※、
弾性タイル※、
EPの活膜、意匠性塗材

適用部位

適用既存塗膜

適用素地

1,000時間照射後も
撥水性を維持してい
ます。

1液ワイドビーズコート Si
1液ワイドビーズコート BIO
ビーズウォール Si / ビーズウォール BIO
ビーズコート 無機 / ビーズコート 無機 中塗
ビーズコート F / ビーズコート F 中塗
ビーズコートSi / ビーズコート BIO
ビーズコート
ビーズコート フレッシュ
ビーズコート 軒天用P
ビーズコート 軒天用S
ビーズコート 基礎用P
ビーズコート 基礎用S

16kg / 3kg

15kg / 3kg

15kg / 3kg

16kg / 3kg
20kg / 4kg
20kg

16kg / 3kg
20kg

16kg / 3kg
20kg

白 / 黒 / 赤 / 赤さび色 
オーカー色 / 黄色  / 紺 
淡彩色 / 中彩色 / 濃彩色

白 / 淡彩色 / 中彩色 / 濃彩色

標準色（BC）
白 / 淡彩色 / 中彩色 / 濃彩色

標準色（BC）
白 / 淡彩色 / 中彩色 / 濃彩色

※下塗りには、WBリメーク弾性フィラーRE、WBリメーク弾性フィラーEPOを
使用してください。 ビーズウォールSiの下塗りには、高弾性改修用下地調
整塗材リメークソフトも使用可能です。

透水性 ml/24h（社内試験法による）※









URL https://www.suzukafine.co.jp/
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● 下地調整

下地調整
（新　設）

1
下地調整
（改　修）

NBシステム（シーリング汚染抑制・ひび割れ低減仕様）
◆ビーズウォールSi
　 ■窯業系サイディングボード

下塗り

上塗り

2

3

WBリメークサーフNB
清水

ビーズウォールシリーズ
清水

100
1～3

100
5～15

0.3～0.5

0.12～0.20

1

2

3時間以上

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

 　［下地：一般窯業系サイディングボード］

●WBリメークサーフNBの膜厚が不足すると、ブリード抑制、ひび割れ低減に必要な効果が得られませんの
で、所定の塗付量を厳守してください。●シーリング材の施工は、シーリング材メーカー指定の養生期間などの
施工方法を遵守してください。また、低温時の塗装、２液形シーリング材の撹拌不足、増打ちなどの薄膜シーリ
ング部の硬化不良、表層のみ硬化し内部が硬化していない場合など、シーリング材の硬化不良・肉やせによりブ
リードやひび割れなどの不具合を生じますので硬化状況を十分確認の上、塗装してください。●シリコーン系、
ポリサルファルド系などのシーリング材には塗装できません。●災害、交通量の多い道路脇などで建物の振動が
頻繁な場合、目地幅が広い場合など、シーリング材の動きが著しく大きく、WBリメークサーフNBの伸縮性を
上回る条件の場合、ワレを生じることがあります。予防策として上塗りと同系色のシーリング材を施工して頂く
ことにより、万が一、塗膜のひび割れを生じた場合にもひび割れを目立たなくすることができます。

使用可能上塗：ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi・ビーズウォールBIO

使用可能上塗：ビーズウォールSi・ビーズウォールBIO

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

● 上塗り［共通］

上塗り 0.12～0.20 ２3 ビーズコートシリーズ
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

素地調整

下塗り

上塗り

工　程 塗料名

 　［中塗仕様］ ビーズコート無機・ Ｆ

●素地は十分に乾燥させる。（含水率10%以下、pH10以下）
●素地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、予めラフトンカチオン
　SCフィラーなどの建築用下地調整塗材で平滑にする。

調合
(重量比)

1

2

3

中塗り

上塗り

3

4

使用可能下塗：サミプラ、サミプラホワイト、カチオンシーラーEPO、カチオンホワイトシーラーEPO、
　　　　　　　リメークシーラーEPO、ワイドシーラーEPOなど

サミプラ
清水

ビーズコートシリーズ
清水

100
0～5

100
5～15

0.07～0.11

0.10～0.15

3時間以上

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

下地調整

● 下地調整

工　程 塗材名 施工方法調合
(重量比)

標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）

1
●既存塗膜の浮き、ふくれ、ぜい弱部などはサンダー、皮スキなどを用いて除去する。
●汚れ、じんあい及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗（水圧：15MPa以上）で除去する。
●水洗い面を乾燥させる。●既存塗膜の段差を同一模様になる塗材で復元する。
●シーリング面は予めラフトン逆プライマーで塗装する。（NBシステム除く）

注：ビーズコート無機・Fの中塗りは、それぞれ対応したグレードの中塗りをご使用ください。

　 ［中塗仕様］ビーズコート無機・Ｆ

中塗り

上塗り

3

4

ビーズコート無機・Ｆ中塗
清水
ビーズコート無機・Ｆ
清水

100
5～15
100
5～15

0.12～0.20

0.12～0.20

1

1

2時間以上

（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り
はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

塗回数

注：下地の劣化が軽微な場合は、下塗りを省略できます。

注：ビーズコート無機・Fの中塗りは、それぞれ対応したグレードの中塗りをご使用ください。

ビーズコート無機・Ｆ中塗
清水
ビーズコート無機・Ｆ
清水

100
5～15
100
5～15

0.10～0.15

0.10～0.15

1

2

1

1

2時間以上

（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り
はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

◆1液ワイドビーズコートSi･BIO

下塗り

上塗り

2

3

※1液ワイドビーズコートSi･BIOをエアレス塗装する場合は30～50％希釈してください。
　使用可能下塗り：ワイドシーラーEPO・ワイド浸透シーラーシリーズ・WBグリップシーラーEPO

ワイドシーラーEPO

1液ワイドビーズコートSi･BIO
塗料用シンナー

100

100
5～15

0.10～0.17

0.10～0.15

1

2

3時間以上

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り※

工　程 塗材名 施工方法調合
(重量比)

標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）

下地調整1

カチオンシーラーEPO
清水

100
(無希釈) 0.07～0.17 1 2時間以上

●汚れ、じんあい及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗(水圧：15MPa以上)
　で除去する。●水洗い面を乾燥させる。
●既存塗膜の浮き・はがれ・ぜい弱部などは適した工法で予め除去し、既存塗膜の
　段差・不陸の箇所を同一模様になる塗材で復元する。

はけ塗り
ウールローラー塗り

ビーズコートフレッシュ
清水

100
5～15 0.3～0.5 2

3時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
吹付け
 ラフトン1号ガン、口径：4mm、
 吹付圧：0.3MPa～0.5MPa

上塗り3

下塗り2

( ）

はけ塗り
ウールローラー塗り

◆ ビーズコートフレッシュ

上塗り 0.10～0.15 ２3 ビーズコート軒天用Ｐ
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

注：下地がぜい弱で吸い込みが著しい場合、巣穴が多い場合は、カチオンシーラーEPOまたはカチオン
　　ホワイトシーラーＥＰＯを下塗りしてください。

● 下塗り　新設仕様又は改修仕様で下地がぜい弱な場合

下塗り 0.07～0.17 12 カチオンシーラーEPO
清水

100
(無希釈) 2時間以上 はけ塗り

ウールローラー塗り

外
壁
改
修
仕
様

ウールローラー塗り

ビーズコート軒天用S（セラミック配合細骨タイプ）
［平滑仕上げ］

主材塗り 0.3～0.5 ２3 ビーズコート軒天用Ｓ
清水

［さざなみ仕上げ］

100
0～5

3時間以上
（最終養生）
24時間以上

工　程 塗材名　　　　　

下地調整1

調合
(重量比) 施工方法標準所要量

（kg/㎡/回）
間隔時間
（23℃）

●下地は十分に乾燥させる。（含水率10%以下、pH10以下）
●下地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、
　予めラフトンカチオンSCフィラーなどの建築用下地調整塗材で平滑にする。
●幅0.3mm以上のひび割れは、充填などの適切な処理を行う。 意

匠
性
仕
上
塗
材
改
修
仕
様ビーズコート基礎用S（セラミック配合細骨タイプ）

主材塗り
（１回目）
主材塗り
（2回目）

3

4

ビーズコート基礎用S
清水
ビーズコート基礎用S
清水

100
5～15
100
0～3

0.3～0.5

0.7～1.0

1

1

3時間以上

（最終養生）
24時間以上

ウールローラー塗り

パターンローラー細目塗り

下塗り 0.07～0.17 12 カチオンシーラーEPO
清水

100
(無希釈) 2時間以上 はけ塗り

ウールローラー塗り

● 下塗り

はけ塗り
ウールローラー塗り

● 上塗り
　ビーズコート基礎用P（ペイントタイプ）

建
築
物
基
礎
巾
木
専
用
仕
様

上塗り 0.10～0.15 ２3 ビーズコート基礎用P
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

塗回数

パターンローラー細目塗り主材塗り 0.5～1.0
（kg/㎡） 1～23 ビーズコート軒天用Ｓ

清水

● 上塗り
　ビーズコート軒天用P（ペイントタイプ）

● 下地調整

100
0～3

（最終養生）
24時間以上

塗回数

塗装方法標準塗付量
（kg/㎡/回）

塗装間隔
（23℃）塗回数

使用可能上塗：ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi・ビーズウォールBIO

●既存塗膜の浮き・膨れ・剥がれ・ぜい弱層などは、下地に適した工法で除去する。
●汚れ、塵埃やチョーキングなどは、施工環境に適した工法で除去する。
●既存塗膜が剥がれている場合、シーラーを塗装してから主材塗りを行う。
（既存塗膜の段差は、同一模様になる塗材で復元してください。）
●高圧水洗した場合、下地を十分に乾燥させる。
●漏水が認められる場合には、事前に下地に適した工法で防水処理を施す。軒

裏
天
井
専
用
仕
様

工　程 塗材名 塗回数 施工方法

●下地は十分に乾燥させる（含水率10%以下、pH10以下）
●下地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、
　予めラフトンカチオンSCフィラーなどの建築用下地調整塗材で平滑にする。

調合
(重量比)

標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）

標準改修仕様

◆ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォール Si・ビーズウォール BIO

※1液ワイドビーズコートSi･BIOをエアレス塗装する場合は30～50％希釈してください。
注：吸い込みが著しいなどで下塗りが必要な場合はワイドシーラーEPOなどをご使用ください。
　　また、特殊コーティング窯業系サイディングボードの塗替えにはWBグリップシーラーEPOご使用ください。

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り※

◆1液ワイドビーズコートSi･BIO

上塗り 0.12～0.20 ２3 1液ワイドビーズコートSi･BIO
塗料用シンナー

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

● 下塗り
　 ■窯業系サイディングボード
 　［下地：一般窯業系サイディングボード］

下塗り 0.1～0.25 12

 　［下地：特殊コーティング（ふっ素・光触媒等）窯業系サイディングボード］

下塗り 12 WBグリップシーラーEPO 100
（無希釈）

4時間以上
7日以内

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り0.08～0.18

WBリメークサーフEPO
清水

100
3～5 3時間以上 ウールローラー塗り

エアレス塗り

　 ■コンクリート・モルタル等
 　［ウールローラー仕上げ］既存塗膜：リシン・吹付タイル等

下塗り 0.3～0.5 12 WBリメーク弾性フィラーEPO
清水

100
5～10 5時間以上 ウールローラー塗り

 　［さざなみ模様仕上げ］既存塗膜：リシン・吹付タイル等

下塗り 0.8～1.5 12 WBリメーク弾性フィラーEPO
清水

100
1～3 8時間以上 パターンローラー塗り

使用可能下塗：WBリメーク弾性フィラーRE、WBリメーク弾性フィラーEPO、リメークプラ

◆ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi

●取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してください。
　防塵マスク・頭巾・保護めがね・長袖の作業衣・えり巻きタ才ル・保護手袋・前掛けなど
●容器から取り出す時に、こぼれないようにしてください。もしこぼれた場合には、布やウエスで拭き取
るか、 砂などを散布したのち処理してください。
●皮膚に付着した場合には、直ちに多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化があるとき
は、医師の診察を受けてください。
●蒸気・臭いなどを吸い込んで気分が悪くなった時には、空気の清浄な場所で安静にし、医師の診察を
受けてください。
●目に入った場合には、直ちに多量の流水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
●誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察を受けてください。
●取扱い後は、手洗い・うがい・鼻孔洗浄を十分に行ってください。
●容器は密栓し、40℃以下で子供の手の届かない一定の場所を定めて保管してください。特に下記の
場所の保管は避けてください。
　雨水や直射日光の当たる場所・高温多湿の場所・潮風の当たる場所・凍結の恐れのある場所など
●捨てる時には、産業廃棄物として処分してください。

●引火性の液体ですので、火気のあるところでは使用しないでください。
●吸入すると有機溶剤中毒を起こす恐れがありますから、換気を良くし、蒸気・スプレーミストを
吸い込まないよう必ず保護具を着用してください。
●取扱い作業場所には、局所排気装置を設けてください。
●取扱い中は皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してください。
　・有機ガス用防毒マスクまたは送気マスク・頭巾・保護めがね・長袖の作業衣
　・えり巻タオル・保護手袋・前掛けなど。
●スプレーミストや臭い・蒸気などが、居住者・隣家・車両などに、飛散しないように留意し、十分な
養生を行ってください。また、屋外で使用する場合は、家屋の換気口、空気取り入れ口などから
溶剤蒸気が室内に入らないように目張りなどをしてください。
●臭いは食料品・飲食器・衣類などにうつる場合がありますので、作業場所から遠ざける、または
養生するなど、十分に注意してください。
●容器から取り出すときは、こぼれないようにしてください。もしこぼれた場合には、布で拭き
取って、水の入った容器に保管してください。
●火災時には炭酸ガス消火器・泡消火器・または粉末消火器を用い初期消火をしてください。
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弱溶剤系・溶剤系塗料を用いる場合は、左記の取扱い上の注意事項と、
下記事項を合わせて注意してください。

水系

弱溶剤系




